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公公益益財財団団法法人人鳥鳥取取童童謡謡・・おおももちちゃゃ館館  経経営営状状況況報報告告書書  

 
１１．．法法人人のの概概要要  

（１）名     称  公益財団法人鳥取童謡・おもちゃ館 

（２）目     的  多様化する県民の文化に対する要求に応えるため、童謡・おもちゃを

通した各種文化事業を行い、もって童謡・おもちゃをテーマとした特

色ある地域文化の振興に資することを目的とする。 

（３）公益認定年月日  平成２５年３月２１日 

            （財団法人鳥取童謡・おもちゃ館設立許可年月日 平成６年１０月１日） 

（４）設立登記年月日  平成２５年４月１日 

            （財団法人鳥取童謡・おもちゃ館設立登記年月日 平成６年１０月３日） 

（５）基 本 財 産  ２４，０００，０００円（市出捐金１２，０００，０００円） 

（６）役     員  理事長  酒 嶋   優 

理 事 ７名   監 事 ２名 

評議員 ７名 

（７）事  務  所  鳥取市西町三丁目２０２番地 
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２２．．令令和和６６年年度度事事業業実実施施状状況況  
 
実施事業（総事業費 191,868 千円） 
ア  当年度の成果と展望 
 （ア）  ５年ぶりの年間１０万人越え、累計３５０万人達成 

利用者数は、前年までの回復基調を維持し、春先から順調に推移しました。令和６年４月か
ら１２月末までの利用者数は、前年同期比 117.3％となる 79,139 人、入館料収入も同 106.9％
の 10,312,200 円となるなど、にぎやかな館内はコロナ禍からの着実な回復を感じさせるもので
した。 
しかし、年明けからは、暖冬だった昨年とは一転して天候不順が続き、寒さの厳しい日が多

くありました。鳥取市内の令和７年１月期の平均気温は 4.6℃（前年 5.7℃）、２月期はさらに
下がって 3.1℃（同 6.9℃）となり、また 30cm を超える積雪を記録するなどして、大幅に入館
者数が減少しました。１月・２月の利用者数は、それぞれ前年の 79.2％・71.7％、入館料収入
も 67.6％・64.3％と前年同月を大きく下回り、春先からの好調を一時的に押し下げる要因とな
りました。３月に入ると気温の上昇とともに利用者も戻り始め、最終的な年間利用者は 101,945
人（前年度 93,264 人 9.3％増）、年間入館料収入は 13,294,100 円（同 13,609,950 円△2.3％）
となり、年間の利用者数は、コロナ禍以前の令和元年度以来、実に５年ぶりとなる１０万人台
を回復しました。また、３月８日には開館２９年目にして累計の入館者数３５０万人を達成し、
神戸市から親子で訪れた８歳と５歳の姉妹に記念品を贈呈しました。 

 （イ） 経営環境の変化と職員の処遇改善 
本年度より、令和１０年度を終期とする５年間の新たな指定管理期間がスタートしました。

新たな指定管理期間の開始に先立ち、入札等により令和６年４月を始期とする清掃業務や各種
設備の保守業務の契約を更新しました。施設管理系の委託業務は前回の入札から５年ぶりの委
託料の見直しとなったため、物価や人件費の上昇を反映し、平均して１割超の値上がりとなり
ました。 
その一方、収入面では、近年の初任給の引き上げや非正規雇用の処遇改善といった労働環境

の社会的趨勢の変化や諸物価の上昇に対応するため、県市の指定管理委託料が当初の協定額よ
り２割程度引き上げられました。これを原資として、初任給の引き上げや、主に若年層を手厚
くした給料表の改定を行っています。特に、受付の非常勤職員は基本給の 10.8％の引き上げや
賞与相当額の支給率の改定により、年間人件費ベースで平均して一人当たり 23％増となる処遇
改善を実施しました。 

これらの要因に加え、光熱費の増加や諸物価の上昇により損益ベースの総事業費は前年度の
173,550 千円から 110.6％となる 191,869 千円まで増加しています。 

 （ウ）  新たな内部体制のもとでの企画刷新と多様なイベント展開 
新たな指定管理期間が始まるのに合わせイベントの刷新と整理を図るため、全体を俯瞰して

年間計画を立案、調整する企画会議を立ち上げました。同じ事業を繰り返すのではなく、意思
と目的を持って新しいこと、面白いことを追求するという方針の下、従来にない新しい試みが
生まれ一定の成果がありました。 
一例として、演劇×ゲーム「今夜、琵琶湖をひろげに」では、２ステージ目の公演を夜間開

館の時間帯に設定し、会場も 3F の展示室の一角で開催しました。オーディションで選ばれた２
０～３０代が出演することもあってか、特に夜のステージは、一人あるいは友人同士連れ立っ
て観劇する若い世代の姿が目立ちました。このほか１１月１７日の「将棋の日」には、記念の
将棋イベントをいべんとほーるで行いました。日本将棋連盟鳥取県キッズ支部との将棋あそび
や、プロ棋士による指導対局など、初めての将棋イベントでしたが初心者でも楽しめる一日と
なりました。いずれのイベントも普段の利用者とは異なった年代の来場が見られ、参加人数以
上に意義のある内容でした。 

また、鳥取市教育福祉振興会や鳥取市文化財団と９月の障がい者雇用支援月間に合わせた連
携事業を共催しました。『鳥取市はーとふるアートギャラリー』に認定されている県東部３施設
(アートスペースからふる・十人十色・鹿野第二かちみ園)の障がいのある方の作品を、わらべ
館など市内 5 会場で展示しました。スタンプラリーもあわせて実施し、市街地に人流を生む初
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２２．．令令和和６６年年度度事事業業実実施施状状況況  
 
実施事業（総事業費 191,868 千円） 
ア  当年度の成果と展望 
 （ア）  ５年ぶりの年間１０万人越え、累計３５０万人達成 

利用者数は、前年までの回復基調を維持し、春先から順調に推移しました。令和６年４月か
ら１２月末までの利用者数は、前年同期比 117.3％となる 79,139 人、入館料収入も同 106.9％
の 10,312,200 円となるなど、にぎやかな館内はコロナ禍からの着実な回復を感じさせるもので
した。 
しかし、年明けからは、暖冬だった昨年とは一転して天候不順が続き、寒さの厳しい日が多

くありました。鳥取市内の令和７年１月期の平均気温は 4.6℃（前年 5.7℃）、２月期はさらに
下がって 3.1℃（同 6.9℃）となり、また 30cm を超える積雪を記録するなどして、大幅に入館
者数が減少しました。１月・２月の利用者数は、それぞれ前年の 79.2％・71.7％、入館料収入
も 67.6％・64.3％と前年同月を大きく下回り、春先からの好調を一時的に押し下げる要因とな
りました。３月に入ると気温の上昇とともに利用者も戻り始め、最終的な年間利用者は 101,945
人（前年度 93,264 人 9.3％増）、年間入館料収入は 13,294,100 円（同 13,609,950 円△2.3％）
となり、年間の利用者数は、コロナ禍以前の令和元年度以来、実に５年ぶりとなる１０万人台
を回復しました。また、３月８日には開館２９年目にして累計の入館者数３５０万人を達成し、
神戸市から親子で訪れた８歳と５歳の姉妹に記念品を贈呈しました。 

 （イ） 経営環境の変化と職員の処遇改善 
本年度より、令和１０年度を終期とする５年間の新たな指定管理期間がスタートしました。

新たな指定管理期間の開始に先立ち、入札等により令和６年４月を始期とする清掃業務や各種
設備の保守業務の契約を更新しました。施設管理系の委託業務は前回の入札から５年ぶりの委
託料の見直しとなったため、物価や人件費の上昇を反映し、平均して１割超の値上がりとなり
ました。 
その一方、収入面では、近年の初任給の引き上げや非正規雇用の処遇改善といった労働環境

の社会的趨勢の変化や諸物価の上昇に対応するため、県市の指定管理委託料が当初の協定額よ
り２割程度引き上げられました。これを原資として、初任給の引き上げや、主に若年層を手厚
くした給料表の改定を行っています。特に、受付の非常勤職員は基本給の 10.8％の引き上げや
賞与相当額の支給率の改定により、年間人件費ベースで平均して一人当たり 23％増となる処遇
改善を実施しました。 
これらの要因に加え、光熱費の増加や諸物価の上昇により損益ベースの総事業費は前年度の

173,550 千円から 110.6％となる 191,869 千円まで増加しています。 
 （ウ）  新たな内部体制のもとでの企画刷新と多様なイベント展開 

新たな指定管理期間が始まるのに合わせイベントの刷新と整理を図るため、全体を俯瞰して
年間計画を立案、調整する企画会議を立ち上げました。同じ事業を繰り返すのではなく、意思
と目的を持って新しいこと、面白いことを追求するという方針の下、従来にない新しい試みが
生まれ一定の成果がありました。 
一例として、演劇×ゲーム「今夜、琵琶湖をひろげに」では、２ステージ目の公演を夜間開

館の時間帯に設定し、会場も 3F の展示室の一角で開催しました。オーディションで選ばれた２
０～３０代が出演することもあってか、特に夜のステージは、一人あるいは友人同士連れ立っ
て観劇する若い世代の姿が目立ちました。このほか１１月１７日の「将棋の日」には、記念の
将棋イベントをいべんとほーるで行いました。日本将棋連盟鳥取県キッズ支部との将棋あそび
や、プロ棋士による指導対局など、初めての将棋イベントでしたが初心者でも楽しめる一日と
なりました。いずれのイベントも普段の利用者とは異なった年代の来場が見られ、参加人数以
上に意義のある内容でした。 
また、鳥取市教育福祉振興会や鳥取市文化財団と９月の障がい者雇用支援月間に合わせた連

携事業を共催しました。『鳥取市はーとふるアートギャラリー』に認定されている県東部３施設
(アートスペースからふる・十人十色・鹿野第二かちみ園)の障がいのある方の作品を、わらべ
館など市内 5 会場で展示しました。スタンプラリーもあわせて実施し、市街地に人流を生む初

めての試みとしました。 
このほか、令和７年度の開館３０周年を前に、夢兎・ロビットの着ぐるみを新調しました。 

 
イ 童謡唱歌に関する事業（公益目的事業１ 事業費 90,832 千円） 
童謡・唱歌の普及啓発を図るため、次の３つを柱とした事業を行いました。 

 （ア） 童謡唱歌体験事業 
 （イ） 調査研究、資料収集事業 
 （ウ） 展示事業 

童謡「いぬのおまわりさん」を手掛けた詩人・作曲家の展示を、鳥取県との関係にも触れな
がら実施したほか、「おもちゃのうた」「思い出の歌」をテーマに企画展を行いました。「思い出
の歌」では７１作品にまつわるエピソードが全国各地から寄せられました。関連コンサートで
は、遠方でわらべ館に来ることのできない方に向けてのＹｏｕＴｕｂｅライブ配信も演奏者の
協力を得て初めて行いました。 
また、県からの受託事業として「永井幸次生誕１５０周年記念事業」を実施しました。秋に

約１か月にわたり開催した特別展では、永井幸次を初めて知る人向けにストーリー仕立てでパ
ネルを作成し、親しみを持ってもらえるよう工夫しました。会期中には鳥取まちなかガイドの
会の協力でゆかりの地を歩く事業を実施したほか、永井幸次のひ孫による講演や大阪音楽大学
出身の声楽家によるコンサートで永井幸次の功績を広く知ってもらう契機としました。 

 
ウ おもちゃに関する事業（公益目的事業２ 事業費 91,220 千円） 
 おもちゃ文化の普及啓発を図るため、次の３つを柱とした事業を行いました。 
 （ア） おもちゃ文化体験事業 
 （イ） 調査研究、資料収集事業 
 （ウ） 展示事業 

壊れたおもちゃを修理するボランティア活動「おもちゃの病院」の創立１５周年を記念し、
「展示 ひらめき分解図鑑」しました。本展示では、「おもちゃドクター」と呼ばれるおもちゃ
修理のボランティアの方々にご協力いただき、電動ぬいぐるみ、乗り物型のおもちゃ、楽器の
おもちゃなど、様々なおもちゃの内部構造がわかるよう工夫を凝らした展示を行いました。こ
のほか、フルート、クラリネット、リコーダーといった本物の楽器を半分にカットした状態で
の展示や、X線を用いて撮影したおもちゃの内部の写真を展示して、来場者におもちゃや楽器の
仕組みを知ってもらう機会としました。 
また、当館が所蔵する精巧なからくりの「茶運び人形」の仕組みについて、作家による解説

付きで実演するイベントや、江戸時代から続く和紙の姉様人形展や姉様づくりなど、大人も楽
しめる企画を実施し、幅広い世代に向け、おもちゃ文化の諸相を伝えることに努めました。 

 
エ 法人管理事業（管理事業 事業費 9,817千円） 

定時評議員会のほか、理事会を 3 回開催しました。事業計画書や財務諸表等をＷＥＢサイト
上で公開し、公益法人として透明性のある法人運営に努めました。 
定款を変更し、非常勤の理事及び監事との間に責任限定契約を締結しました。 
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３３．．令令和和６６年年度度決決算算のの状状況況((令令和和６６年年４４月月１１日日かからら令令和和７７年年３３月月３３１１日日ままでで））  

(１) 令和６年度収支決算書総括表 

                             （単位：円） 

科     目 金     額 

Ⅰ 収入の部   

   基本財産運用収入 139,771 

   事業収入 18,446,645 

   受託収入 173,357,578 

   補助金等収入 5,905,944 

   特定資産取崩収入 0

   雑収入 843,090

   基本財産取崩収入 24,000,000

  当期収入合計(a) 222,693,028 

    収入合計(A) 222,693,028

Ⅱ 支出の部 

   法人管理費 9,785,095 

   文化事業費 181,500,019 

   特定資産取得支出 5,792,644 

   固定資産取得支出 1,897,750 

   有価証券取得支出 23,717,520

   当期支出合計(b) 222,693,028 

  当期収支差額(a-b) 0 

 次期繰越収支差額(A-ｂ) 0 
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貸借対照表 
令和 7年 3月31日現在

公益財団法人　鳥取童謡・おもちゃ館

一般会計 （単位：円）

科　　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ  資産の部

１．流動資産

現金預金        16,062,032        21,449,353 △      5,387,321

現金           475,470           637,720 △        162,250

普通預金        15,586,562        20,811,633 △      5,225,071

未収金           501,198           388,222           112,976

商品         1,123,780         1,212,104 △         88,324

貯蔵品            40,110            47,937 △          7,827

前払費用           354,200           126,340           227,860

流動資産合計        18,081,320        23,223,956 △      5,142,636

２．固定資産

(1) 基本財産

普通預金                 0        24,000,000 △     24,000,000

投資有価証券        23,746,602                 0        23,746,602

基本財産合計        23,746,602        24,000,000 △        253,398

(2) 特定資産

童謡館事業資産        30,637,309        28,009,462         2,627,847

普通預金        30,637,309        28,009,462         2,627,847

おもちゃ館事業資産        27,403,427        24,238,630         3,164,797

普通預金        27,403,427        24,238,630         3,164,797

什器備品（指定）            25,850           129,250 △        103,400

特定資産合計        58,066,586        52,377,342         5,689,244

(3) その他固定資産

什器備品（一般）         2,560,508         1,045,864         1,514,644

その他固定資産合計         2,560,508         1,045,864         1,514,644

固定資産合計        84,373,696        77,423,206         6,950,490

資産合計       102,455,016       100,647,162         1,807,854

Ⅱ  負債の部

１．流動負債

未払金        10,853,650        16,272,783 △      5,419,133

前受金           113,800           181,110 △         67,310

預り金           386,688           913,271 △        526,583

賞与引当金         5,563,292         4,596,751           966,541

流動負債合計        16,917,430        21,963,915 △      5,046,485

負債合計        16,917,430        21,963,915 △      5,046,485

Ⅲ  正味財産の部

１．指定正味財産

県市出捐金        23,746,602        24,000,000 △        253,398

地方公共団体補助金        58,040,736        52,248,092         5,792,644

什器備品            25,850           129,250 △        103,400

指定正味財産合計        81,813,188        76,377,342         5,435,846

（うち基本財産への充当額）        23,746,602( )        24,000,000( ) △        253,398( )

（うち特定資産への充当額）        58,066,586( )        52,377,342( )         5,689,244( )

３３．．令令和和６６年年度度決決算算のの状状況況((令令和和６６年年４４月月１１日日かからら令令和和７７年年３３月月３３１１日日ままでで））  

(１) 令和６年度収支決算書総括表 

                             （単位：円） 

科     目 金     額 

Ⅰ 収入の部   

   基本財産運用収入 139,771 

   事業収入 18,446,645 

   受託収入 173,357,578 

   補助金等収入 5,905,944 

   特定資産取崩収入 0

   雑収入 843,090

   基本財産取崩収入 24,000,000

  当期収入合計(a) 222,693,028 

    収入合計(A) 222,693,028

Ⅱ 支出の部 

   法人管理費 9,785,095 

   文化事業費 181,500,019 

   特定資産取得支出 5,792,644 

   固定資産取得支出 1,897,750 

   有価証券取得支出 23,717,520

   当期支出合計(b) 222,693,028 

  当期収支差額(a-b) 0 

 次期繰越収支差額(A-ｂ) 0 
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科　　　　目 当年度 前年度 増　減

２．一般正味財産         3,724,398         2,305,905         1,418,493

正味財産合計        85,537,586        78,683,247         6,854,339

負債及び正味財産合計       102,455,016       100,647,162         1,807,854
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貸借対照表内訳表 
令和 7年 3月31日現在

公益財団法人　鳥取童謡・おもちゃ館 （単位：円）

科        目

一般会計

童謡唱歌に関する事業 おもちゃに関する事業 法人会計
合計

Ⅰ  資産の部

１．流動資産

現金預金                 0                 0        16,062,032        16,062,032

未収金                 0                 0           501,198           501,198

商品           736,306           387,474                 0         1,123,780

貯蔵品            19,855            19,855               400            40,110

前払費用                 0                 0           354,200           354,200

流動資産合計           756,161           407,329        16,917,830        18,081,320

２．固定資産

(1) 基本財産

投資有価証券                 0                 0        23,746,602        23,746,602

基本財産合計                 0                 0        23,746,602        23,746,602

(2) 特定資産

童謡館事業資産        30,637,309                 0                 0        30,637,309

普通預金        30,637,309                 0                 0        30,637,309

おもちゃ館事業資産                 0        27,403,427                 0        27,403,427

普通預金                 0        27,403,427                 0        27,403,427

什器備品（指定）            11,632            11,632             2,586            25,850

特定資産合計        30,648,941        27,415,059             2,586        58,066,586

(3) その他固定資産

什器備品（一般）         1,215,751         1,275,052            69,705         2,560,508

その他固定資産合計         1,215,751         1,275,052            69,705         2,560,508

固定資産合計        31,864,692        28,690,111        23,818,893        84,373,696

資産合計        32,620,853        29,097,440        40,736,723       102,455,016

Ⅱ  負債の部

１．流動負債

未払金                 0                 0        10,853,650        10,853,650

前受金                 0                 0           113,800           113,800

預り金                 0                 0           386,688           386,688

賞与引当金                 0                 0         5,563,292         5,563,292

流動負債合計                 0                 0        16,917,430        16,917,430

負債合計                 0                 0        16,917,430        16,917,430

Ⅲ  正味財産の部

１．指定正味財産

県市出捐金                 0                 0        23,746,602        23,746,602

地方公共団体補助金        30,637,309        27,403,427                 0        58,040,736

什器備品            11,632            11,632             2,586            25,850

指定正味財産合計        30,648,941        27,415,059        23,749,188        81,813,188

（うち基本財産への充当額）                 0( )                 0( )        23,746,602( )        23,746,602( )

（うち特定資産への充当額）        30,648,941( )        27,415,059( )             2,586( )        58,066,586( )

２．一般正味財産         1,971,912         1,682,381            70,105         3,724,398

正味財産合計        32,620,853        29,097,440        23,819,293        85,537,586

負債及び正味財産合計        32,620,853        29,097,440        40,736,723       102,455,016
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財産目録
令和 7年 3月31日現在

公益財団法人　鳥取童謡・おもちゃ館

一般会計 （単位：円）

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金　　　　額

(流動資産)

現金 手元保管 運転資金として           475,470

預金 普通預金 運転資金として        15,586,562

  鳥取銀行 　鳥取県庁支店        11,840,998

  山陰合同銀行 　鳥取県庁支店         3,745,564

未収金 入館料未収（PayPay等電子決済）他           501,198

商品 繰り越し商品         1,123,780

貯蔵品 郵券、印紙            40,110

前払費用 前払い保険料、ソフトウェア使用料等           354,200

  流動資産合計        18,081,320

(固定資産)

  基本財産

投資有価証券 満期まで1年を超える有価証券        23,746,602

  国債 野村証券株式会社 利率0.6％　償還日2033年12月20日        23,746,602

  特定資産

普通預金        30,637,309

  山陰合同銀行 鳥取県庁支店 鳥取県より、童謡を通した文化事業費または        30,637,309

県立童謡館の管理運営費に使用することが定

められています。

普通預金        27,403,427

  山陰合同銀行 鳥取市 鳥取市より、おもちゃを通した文化事業費ま        27,403,427

たは鳥取世界おもちゃ館の管理運営費に使用

することが定められています。

什器備品 検温装置1台 （公財）JKAにより2026年3月31日までの使用            25,850

及び管理が義務付けられています。

  その他固定資産

什器備品 除雪機等24点         2,560,508

  固定資産合計        84,373,696

    資産合計       102,455,016

(流動負債)

未払金        10,853,650

  鳥取県委託料精算 鳥取県への指定管理委託料返納額           862,207

  鳥取市委託料精算 鳥取市への指定管理委託料返納額         1,210,215

  その他未払金 電気代3月分　他         8,781,228

前受金 いべんとほーる前受利用料　他           113,800

預り金 各種預かり金           386,688

  所得税           181,135

  社会保険料            31,053

  市県民税           174,500

賞与引当金 6月賞与支給予定額のうち当期帰属分         5,563,292

  流動負債合計        16,917,430

    負債合計        16,917,430

    正味財産        85,537,586
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４４．．令令和和７７年年度度事事業業計計画画及及びび予予算算((令令和和７７年年４４月月１１日日かからら令令和和８８年年３３月月３３１１日日ままでで））  

（１）事業実施計画 

基本方針

当年度は、令和６（２０２４）年４月に始まった 5年間の指定管理期間の２年目にあたり、わ

らべ館（県立童謡館と市立鳥取世界おもちゃ館）が開館３０周年を迎える記念の年です。私たち

の財団は、平成７（１９９５）年７月７日の開館以来、一貫して館の運営を担ってきました。私

たちにとっても３０年は大きな節目であり、開館３０周年を利用者の皆さまと共に祝うことは大

きな喜びであり、また誇りとするところです。 

本事業年度では指定管理委託料に加えて、童謡館基金とおもちゃ館基金も活用して多彩な事業

を実施することにしています。イベント等の文化事業の予算規模は、昨年度の 27,227 千円から

40,415 千円へと大幅に増額し、これまでにない規模で開館３０周年を盛大に祝おうと計画してい

ます。開館記念日の７月７日には記念のセレモニーを予定するほ

か、日々ご利用いただいている方々への感謝の気持ちを込めて、

購入日から１年間何度でもわらべ館に入館できる年間パスポー

トを、特別価格の 1,000 円で４月から販売いたします。 

わらべ館の３０年の歴史を大切にしながら、利用者からさらに

愛される施設を目指し、変化を続けてまいります。皆さまと共に

この記念すべき年を迎えられることに感謝し、引き続きのご支援

をお願い申し上げます。 

実施事業（総事業費 219,189 千円）
法人の目的を達成するため、指定管理者としてわらべ館の管理運営を行うとともに、次の事業

を実施します。 

ア  童謡唱歌に関する事業（公益目的事業 1  事業費 104,408 千円） 
（ア）童謡唱歌体験事業 
童謡唱歌に親しむ機会を提供するため、実際に童謡唱歌を歌ったり聴いたりすることの出来る

体験活動を実施します。定期イベントとして唱歌教室を開催するほか、希望する団体や施設を募
り、県内外の各地に出向いてのコンサートを実施するなどして、童謡唱歌の普及と愛好者人口の
拡大に努めます。家庭でも唱歌に親しんでいただくことを目的として、わらべ館のオリジナル唱
歌集を販売します。  
（イ）調査研究、資料収集事業 
「童謡・唱歌のふるさと鳥取」の拠点施設として、日本の音楽教育の発展に大きな役割を果た

した鳥取県出身の三人の音楽家、岡野貞一・田村虎蔵・永井幸次の業績を顕彰し、関連資料の収
集を行います。また併せて、本県ゆかりの音楽家や童謡全般に係る資料収集を行い、専門員によ
る調査研究を進めます。 
（ウ）展示事業 
岡野貞一ら鳥取県出身の音楽家の業績を顕彰するとともに、童謡唱歌に対する興味関心を広く

一般に喚起するため、常設展のほかテーマを定めた企画展を童謡館で開催します。展示には専門
員による調査研究、資料収集の成果を反映し、わらべ館の入館料のみで広く一般に公開します。 
（エ）基金事業 
基金事業として、開館３０周年を記念する事業を行います。 
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・こわいうた展 
・戦前の童謡とアニメ映画とジャズ歌謡の調べ（仮称）   ほか多数 

イ  おもちゃに関する事業（公益目的事業 2  事業費 103,696 千円） 
（ア）おもちゃ文化体験事業 
おもちゃに親しみ、おもちゃ文化に触れる機会を提供するため、工作や遊びなどの体験型事業

を実施します。鳥取世界おもちゃ館を拠点として、おもちゃを使った工作や遊びの体験活動を提
供するほか、壊れたおもちゃの修理やリサイクルおもちゃのワークショップなど様々なアプロー
チにより、楽しみながら学べる環境の実現を目指します。おもちゃづくり体験で販売する工作キ
ットやその他材料代等の徴収に際しては、低廉な価格に設定し、多くの方に参加していただける
よう工夫します。また、手軽に遊べる日本の伝統玩具を紹介するため、こまの販売を行います。 
（イ）調査研究、資料収集事業 
鳥取世界おもちゃ館の展示の充実を図るため、鳥取県の郷土玩具や資料的価値のあるおもちゃ

を収集するとともに、専門員による調査研究を行います。県東部だけでなく近隣のおもちゃ作家
とも連携しながら、地域性のある特徴的なおもちゃの収集に力を入れます。近年受け入れる機会
の多い昭和中期以降の寄贈資料 について、地域住民の趣味や遊興と関連付けた調査も行います。
（ウ）展示事業 
「�89 鳥取・世界おもちゃ博覧会」を顕彰するとともに、当時の収集資料を活用するため財団が

新たに収集した資料も交えて、鳥取世界おもちゃ館において常設展やテーマを定めた企画展を開
催します。展示には専門員による調査研究、資料収集の成果を反映し、わらべ館の入館料のみで
広く一般に公開します。
（エ）基金事業
基金事業として、開館３０周年を記念する事業を行います。 
・おもちゃドクターの魔改造おもちゃショー 
・平成おもちゃ展   ほか多数

ウ  法人管理事業（管理事業  事業費 11,085 千円） 
（ア）財団管理事業 
公益法人として関係諸法令に則り、透明性のある法人運営を行うとともに、人材育成に力を入

れ職員の知識、技量の向上を図ります。
令和７（２０２５）年４月施行の法改正により公益法人会計基準が大幅に見直されたことから、

新基準への移行のタイミングを計りつつ準備を進めます。

（２）収支予算書（内訳書） 
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・こわいうた展 
・戦前の童謡とアニメ映画とジャズ歌謡の調べ（仮称）   ほか多数 

イ  おもちゃに関する事業（公益目的事業 2  事業費 103,696 千円） 
（ア）おもちゃ文化体験事業 
おもちゃに親しみ、おもちゃ文化に触れる機会を提供するため、工作や遊びなどの体験型事業

を実施します。鳥取世界おもちゃ館を拠点として、おもちゃを使った工作や遊びの体験活動を提
供するほか、壊れたおもちゃの修理やリサイクルおもちゃのワークショップなど様々なアプロー
チにより、楽しみながら学べる環境の実現を目指します。おもちゃづくり体験で販売する工作キ
ットやその他材料代等の徴収に際しては、低廉な価格に設定し、多くの方に参加していただける
よう工夫します。また、手軽に遊べる日本の伝統玩具を紹介するため、こまの販売を行います。 
（イ）調査研究、資料収集事業 
鳥取世界おもちゃ館の展示の充実を図るため、鳥取県の郷土玩具や資料的価値のあるおもちゃ

を収集するとともに、専門員による調査研究を行います。県東部だけでなく近隣のおもちゃ作家
とも連携しながら、地域性のある特徴的なおもちゃの収集に力を入れます。近年受け入れる機会
の多い昭和中期以降の寄贈資料 について、地域住民の趣味や遊興と関連付けた調査も行います。
（ウ）展示事業 
「�89 鳥取・世界おもちゃ博覧会」を顕彰するとともに、当時の収集資料を活用するため財団が

新たに収集した資料も交えて、鳥取世界おもちゃ館において常設展やテーマを定めた企画展を開
催します。展示には専門員による調査研究、資料収集の成果を反映し、わらべ館の入館料のみで
広く一般に公開します。
（エ）基金事業
基金事業として、開館３０周年を記念する事業を行います。 
・おもちゃドクターの魔改造おもちゃショー 
・平成おもちゃ展   ほか多数

ウ  法人管理事業（管理事業  事業費 11,085 千円） 
（ア）財団管理事業 
公益法人として関係諸法令に則り、透明性のある法人運営を行うとともに、人材育成に力を入

れ職員の知識、技量の向上を図ります。
令和７（２０２５）年４月施行の法改正により公益法人会計基準が大幅に見直されたことから、

新基準への移行のタイミングを計りつつ準備を進めます。

（２）収支予算書（内訳書） 
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